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   2010 年｢ユニフェム東京総会｣ 

        開催報告 

 2010 年 2 月 4日(木)午後 1 時から、婦選会館 2
階会議室で、出席者 37 名、有効委任状 116 通、

総会有効総数 153 名を以って開催された。規約に

基づき、五十嵐康子会長が総会議長に就き、書記

2 名署名人 2 名を選出の後、総務より 2009 年度

事業報告、会計による 2009 年度決算報告、監事

による監査報告があり、出席者全員の承認を得た。

続いて、2010 年度事業計画案と予算案、および 
新役員候補が提案され、承認された。懇談では役

員推薦について、改善に向けての意見交換が行わ

れた。終了後、母国アフガニスタンの女性の自立

支援のため識字教育･職業教育を行い、２回ユニ

フェム国内委員会から「升本基金」の助成を受け

ている｢希望の学校｣の代表、駿渓(スルタニ)トロペ

カイ氏を迎え記念講演会を行った。(2 ページ参照) 
 
2009 年度主な事業報告 2009.1.1～2009.12.31  

1. 正会員(個人会員 302 名、団体会員 6 団体 )賛助会員 4 名 

2. 事業、他機関行事 

＊年次総会 2009 年 1 月 29 日(木) 

 ＊国内委員会常任理事会に出席 

 ＊地域等委員会ネットワーク会議出席、友好団体主催コン

サートに参加   

＊第 14 回チャリティコンサート/アダルベルト･スコチッ 

チ氏のチェロコンサート（３月 28 日・白寿ホール） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊10 周年記念チャリティコンサート 

 東儀秀樹氏スペシャルトーク&コンサート  

(11 月 8 日･日本大学カザルスホール）  

＊10 周年記念講演会 

大石芳野氏｢戦場の惨禍を取り続けて｣ 

３. 広報・啓発活動 

 ＊｢ユニフェム東京 NEWS｣27~29 号発行 

 ＊随時ホームページ更新。10 周年記念誌編纂作業。 

＊バザー・講演会の開催時に募集チラシやリーフレットを

配布。リーフレット改訂版を発行。(3 月 1 日) 

４. バザーおよび募金活動 オールソフィアンの集い、雙葉 

学園、清友会、日本パシイワ、群馬婦友会等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニフェム東京 200９年度・拠出金 
        1,333,801 円 
日本国内委員会 2009年度･拠出金 
       8,690,507 円 
日本政府拠出金 

        640,000.89（米ドル）

NPO法人ユニフェム（国連女性開発基金）日本国内委員会／東京地域委員会

 ユニフェム東京  NEWS
2010.3.25
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2009年度決算報告

啓発活動　　　  1 8 , 9 0 0  

コンサート　 2,7 0 1 , 0 00  

グッズ          847,740  

  

1 .収入の部  

　会費収入　　  

　事業収入  

  

  

　　  

　寄付金収入　  

  

 　  

　募金収入　　     

　利息　　　　　    

　前期繰越金　  

　収入合計　  

　  

2 .支出の部  

　事業費　　  

　管理費  

  

　　  

　ユニフェム拠出金　  

　次期繰越金　　　  

　支出合計　　　　　  

　  

956 ,000  

3 ,567 ,640  

  

  

  

917 ,700  

  

  

 　4 ,690  

2 ,228  

3 ,589 ,178  

9 ,041 ,436  

　  

  

2 ,550 ,457  

1 ,833 ,083  

  

  

1 ,333 ,801  

3 ,324 ,095  

9 ,041 ,436

寄付　　     3 4 7 , 0 0 0  

活動寄付　   5 7 0 , 7 0 0  

事務所費  　 1 , 1 8 7 , 5 7 8  

事務費　　　  5 3 6 , 5 1 3  

2 0 0 9 . 1 . 1 ～ 2 0 0 9 . 1 2 . 3 1
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●現状･･･タリバン崩壊後 8 年が過ぎ、インフラ

や農業、教育や医療の分野も少しずつよくなった

が、悪くなる一方なのが治安だ。2006 年からタ

リバンがだんだん強くなり、各地で自爆テロが起

き、アメリカ軍と政府軍対タリバンの戦いに、巻

き込まれるのは民間人で、女性や子どもだ。1 月

18 日に大きな爆発があって、カブールの心臓部が

破壊された。大きなデパートが焼かれ、経済的な

ダメージは大きい。時々、村全体が多国籍軍（政

府軍）から攻撃され、憎しみが生まれ、タリバン

の味方が増える。28 日この現状を良くしようとロ

ンドンでアフガニスタンの平和と開発、タリバン

との仲介のため会議が行なわれたが、その結果が

どうなるか私たちには分からない。この会議に対

し、多くの女性のグループが不安を感じている。

この 8 年間でせっかく取り戻した権利を、タリバ

ンが政府の中に入ると再び奪われてしまうと。 
●オバマ大統領の決意と 3 万人の増兵･･･治安を

守るために来てほしいと言う人もいるし、軍が多

くなると逆に都市部は自爆が多くなるともいわ

れている。軍をタリバンが入ってくるパキスタン

との国境に置いてほしいと。汚職が問題になって

いて、経済・政治や文化などの基盤が破壊されて

いるので基礎から直さないとこの国はよくなら

ないし、自立できないという考え方もある。アフ

ガニスタンの国内に、多国籍軍はすでに 10 万人

がいて、3 万人増兵しても何も変わらないと思う

人が多い。アフガニスタン人は外国軍に歴史的不

信感を持っている。最初は友情から始まって、侵

攻、それから戦争につながっていく。イギリスも

ロシアもアメリカもそうだと言う人も多い。3 万

人の 98％は、2月中にフガニスタンに入る予定だ。

 ●生活･･･貧富の差が非常に激しい。人口 2800 万

人の 40%が 1 日 1~2 ドル以下で生活している。

失業率は約 50%以上。大学生、若者は仕事が無い。

政府に勤めている人も給料は何ヶ月も遅配。トル

コやパキスタン等で働きたいと願う若者も多い。

 ●子どもの労働･･･家族の養いや、親の借金を払

うため、子どもの 4人に１人が働いている。レン

ガ造り、絨毯織りで、糸を結ぶため指先が傷だら

 

けになる。荷物運びは時には、麻薬運びになり、

ケシ畑で働き、その中で暴力や性的虐待を受け、

心に深い傷を残している。 
● 女性の現状･･･１年間に４～5 万人が結核に罹

り、死んでいく 8000 人のうち 57%が女性だ。絨

毯織りの過酷な仕事と、栄養不足とストレスから

だ。また、女性の 8割が家庭内暴力に遭っている。

殴り合い、離婚、性的暴力、強制的結婚、財産の

不分与などから逃れるため、最近自殺(焼身)が多

くなってきている。どうしても自殺ができず、麻

薬に頼る人もいる。彼女たちにとっては安定剤や

痛み止めのようなものだ。母親の胎内で赤ん坊は

麻薬中毒にもなる。 
レイプをされた 

女性は、犠牲者な 
のに刑務所に収監 
され、母親と子ど 
もが一緒に刑務所 
に入っている。 
●教育現場･･･8 年前に比べとてもよくなり、子ど

もの人口 700 万人中 500 万人が就学できた。その

60%が男子で女子は 35％だ。中等教育になると女

の子は 5%に下がる。女性の教育に対する差別か

らだ。また治安の悪化のために女子は外に出たら

事件に遭い、犠牲になるから外に出さない。 
●早婚の慣習･･･女性の 16 歳以下の結婚率は 60 
％で、女性の 60％が年配の男性と結婚させられ、

バダラカーン婚という互いの意思に関係ない結

婚の強制や胎児のとき相手を決める慣習もある。

● 女性の地位･･･男性優位で、大事なきまりの会

合には出席できない。また地方の部族にはバドと

いう残酷な慣習があり、男性が何か罪を犯した場

合、警察に届けず、その罪を償うために被害者側

に娘や姉妹を差し出すもので、憲法に男女平等を

謳っているが、民族間のしきたりが優先される。

これらの状況は戦争とか暴力では解決できな

い。暴力からは憎しみが生まれ、また戦争につな

がる。時間がかかっても、自分も社会に役立つ権

利があるという勇気が持てる人材の育成と教育

が大切だと思う。 

カブール市内で生活する人々

 
 
アフガニスタンの平和は 

世界の平和につながる 
～アフガニスタンの現状と女性の今～ 

 治安悪化の一途をたどる母国アフガニスタンの状

況を紹介しながら、教育こそが平和の実現に向けて大

切であると強く語った。

総会 記念講演 

｢希望の学校｣代表  

 駿渓トロペカイ氏  
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2010～2011年度　新役員紹介！  

　今期は拠出金のための
事業に加え、映画･講演
会、勉強会等を企画し
て、ユニフェム活動の理
解を深めたいと願ってい
ます。皆さまのご支援を
よろしくお願いいたしま
す。  

会員の皆さま、  
旧役員共  々よろしくお願い申しあげます。

会長/新任　阿部 幸子

　ユニフェムの目的はわ
かりやすく、知れば知る
ほど共感できるものです
ね。私たちの活動が広く
若い世代からも理解と協
力が得られるよう努めた
いと思います。

副会長/新任　鷲見 八重子

　2期目に入り、皆でよ
い仕事が続けられるよう
努力します。会員の皆さ
まとの繋がりが太くなる
ようなイベントのご案
内、学習会、サポートシ
ステム…できるといいで
すね。

会員/再任　松比良 節子 書記/新任　天野 尚子

　これまで永年、少女と
若い女性の活動に関わっ
てきましたが、今後は、
ユニフェムという大きな
鎖の一粒となって、微力
ながらお役に立ちたいと
思っております。

事業/再任 飯尾 美甫・新任 加藤 聖子

　引き続き事業を担当しま
す。途上国の女性の実情を
知れば知るほど活動の重要
性を痛感します。多くの人
と手を繋ぎ、女性の自立と
平和のために努力したいで
す。

　どなたにも喜んでお買い
求めいただける目新しいグ
ッズを集めたいと思います。
また会員募集に全力を挙げ
ます。これらの夢に向かっ
て東奔西走？いたします。

会計/再任 牧島悠美子・新任 上原 淳子

　この2年間は主に収入を
通し、これからは支出面を
中心に担当していきます。
新体制の下、楽しく充実し
た活動にしたいと思ってお
ります。

　今般、会計を担当させて
いただきます。不慣れな仕
事ですのでメンバーの皆さ
まのご協力をよろしくお願
い申しあげます。  

広報･啓発/再任 背戸民恵・新任 福田文子

　ベテランの先輩
が退かれた後をど
う埋め合わせる
か、大変な緊張の
連続です。国連関
係のニュースに敏
感に反応できるよ
う努力しなければ
と思います。

　1992年の日本国
内委員会の設立を
目の当たりにし、  
また、ユニフェム
東京の発足以来の
めざましい活躍も
拝見してまいりま
した。今回お手伝
いできる機会を得
てうれしく存じま
す。  
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      ユニフェム東京 

第 15 回チャリティコンサート  

 

緊急！  
ハイチ地震の女性被害者救済のため 
    ユニフェムＷＥＢ募金にご協力を！ 

http://www.saynotoviolence.org/haiti-earthquake
のサイトを開けると Donate が出ます。これをクリ

ックするとカード使用による募金が可能です。  

 中南米のハイチ地震から２ヶ月。ユニフェム

は女性と家族を保護するサービスを行うため

に、200 万米ドルの支援金充当を計画。特に女

性のシェルター再建と女性向け緊急サービス

に当てたいとしています。｢Say NO－UNITE｣

(ノーと言おう―団結しよう！)キャンペーンと

しても募金を呼びかけています。(左記のアドレ

ス) 
 ボルドーフランスの現地では、ユニフェムは

ＮＧＯのパートナーと共に、ジェンダーに基づ

く暴力の被害者に対し、サービス強化の活動に

入りました。調達された資金は、既存のセンタ

ー、シェルターの再建、人道支援、被害の大き

い地域のスタッフ配置、カウンセリングサービ

スなどにあてられます。女性が暴力を受けやす

くなり、被害の程度は、男女でまったく異なる

としており、イネス事務局長は｢パートナーや

国連システムと協力して男女で異なる影響の

取り組みを重視し、特に女性と女児の安全を確

保するように努力したい｣と述べています。   

  友納 あけみ シャンソンの夕べ 
都会の喧騒から逃れ、グラスワインを手に

至福のひとときを！ 
  

日時： 6 月 27 日(日)  午後 ６：00 開場 
             〃 ６：30 開演 

会場：ムジカーサ 
(小田急線・代々木上原駅下車 2 分) 

 入場料：4,000 円 全席（120 席）：自由席  
     ワインは無料です。 
申し込み： 4 月１日より申し込み受付を開始し

ます。会員の方は、同封のチラシの

裏面の申込用紙にご記入の上、下記

にFax でお申し込みください。   

Fax No. 03-6228-0029  

10 周年記念誌 

｢ユニフェム東京のあゆみ｣  

2 月 1 日に刊行！

                 

ぜひ、1 冊を 

お手許に！ 

 

                   ユニフェムの活動の 

歴史が 

                      つぶさに 

分かります。  

☆ご入会･ご寄付いただき有難うございます。

 
新規会員：半澤文子 山谷洋子 駿溪トロペカイ

荒木弥生 町田民世子  山野俊治  
藤田ミエ子 佐野ユリ子 
山内拓男（賛助会員） 

寄付者：  古山滋子 清友会 (友清和親)  
 小西厚子 渡辺 珠  吉行康子   
 西郷尚子  泉三和子 山田美也子 

      亀田篤子 武内あや子 大岡静衣 

活動寄付者： 五十嵐康子 武重雪子(清友会）

宮澤幸子  望月浪江  飯田寛子 
  小西厚子   阿部幸子  松比良節子  

尾上夏子  廣田貞子   松山正恵 
山口みつ子   飯尾美甫   加藤聖子

有馬真喜子  大岡静衣 久我洋子 
白寿ホール/チターコンサート後援

関連(森本)  
ＣＤなど委託分(東儀秀樹) 

 匿名希望（1 名） 
2010 年 2 月 25 日まで  （敬称略）      

 

ユニフェムニュース

ユニフェム東京NEWS     第30号  

　　　　　発行人　：　ユニフェム東京会長 　阿部　幸子  
　　　　　発行日　：　2010年3月25日

〒151－0053　 東京都渋谷区代々木２-２３-１  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニューステートメナー３３１  
                     Ｔｅｌ＆Ｆａｘ　03－6228－0029  
  
郵便振替：00190－6－5508800  
http://www.unifemtokyo.org  

【編集後記】  

★わが国も教育費のGDPに占める割合が、世界でワースト２とか。予

算もさることながら、「教えられる」だけで「学ぶ」楽しみを忘れた子

どもが急増しつつあると。この不況下、生活保護世帯の子どもの学

習支援策で全国の25自治体が塾代を支給していると知り、子どもの

将来に夢や希望を与える施策に安堵。アフガニスタンの教育現場に

更なる応援をと思う。（Ｔ）  

6 :00 開場  

6 :30 開演  


